
主役は市民の
みなさん一人ひとり

はじまるよ！ やってみよう！

申込・問合先 飛驒高山文化芸術祭実行委員会（生涯学習課内）� ☎35‒3155　Mail：shougaigakushuu@city.takayama.lg.jp

市民一人ひとりが主役となったイベントとするため、市民のみなさんが描く「こんな文化芸術祭になるといいな」
「こんな文化芸術祭だと楽しいよね」のイメージや、「こんなことができたらいいな」「こんなイベントに参加したいな」
といったアイデアを募集します。
応募方法◦ 11月30日㈮までにイメージ・アイデアと氏名、住所、電話番号を記載の上、持参・　  ・　  ・　  （任意様

式です）※応募者全員に参加賞を進呈します。
MAILFAX郵送

あなたが描く飛驒高山文化芸術祭のイメージ・アイデアを募集します

期 日 イベント名 内 容 開 催 場 所 問 合 先 キーワード

〜30日㈫
☆

おはなしの森
〜木のはなし〜

森、林、木の実、木の葉、木の芽など、木をテーマにした絵本や紙芝居の読
み聞かせを行います。来場者には木の葉形の栞をプレゼントします。
月・木曜日10：30〜、土曜日14：00〜、日曜日・祝日11：00〜
どなたでも／参加無料

市図書館「煥章館」
市図書館「煥章館」

☎0577–32–3096
ふれる

16日㈫〜
☆

まち博美術展示室
「四季の彩り」

美術展示室で紅葉など季節の風景を描いた絵画や工芸品などを展示します。
9：00〜19：00／どなたでも／入館無料

飛驒高山まちの博物館
飛驒高山まちの博物館
☎0577–32–1205

ふれる

20日㈯
☆

朗読・民話の語り
〜山を愛し、

木とともに生きる
飛驒人の暮らし〜

「飛驒人の暮らし 木と生きる」をテーマに、高山音訳サークルあめんぼの会が
『朝市で見つけたもの』早船ちよ、『材のいのち』幸田文、『モチモチの木』斉藤
隆介などの小説やエッセイの朗読を行います。

19：00〜20：00／どなたでも／入場無料

市図書館「煥章館」
市図書館「煥章館」

☎0577–32–3096
ふれる

26日㈮
☆

美しい森の中
「木を植えた人」を聴く会

フランスの作家ジャン・ジオノが書いた「木を植えた人」。多くの人に感動を
もたらした珠玉の短編を独特の声、表現力、風貌から｢怪優｣と形容される榊
原忠美が朗読します。 19：00〜19：45／中学生以上／1,500円

日下部民藝館
山村再生

あれたの家プロジェクト
☎090–5612–9643

ふれる

27日㈯〜28日㈰
▪

秋の木立に囲まれて
in

四十八滝公園

宇津江四十八滝がステージやギャラリーに！公園をステージに演奏したり、
バンガローをギャラリーに見立てて作品を展示したり、ジャンルを超えて、老
若男女がつながります。 10：00〜15：00／どなたでも／入場無料

宇津江四十八滝公園
飛驒高山

文化芸術祭実行委員会
☎0577–35–3155

つなぐ

27日㈯
☆

美しい森の中
「木を植えた人」を聴く会

フランスの作家ジャン・ジオノが書いた「木を植えた人」。多くの人に感動を
もたらした珠玉の短編を独特の声、表現力、風貌から｢怪優｣と形容される榊
原忠美が朗読します。 17：30〜18：15／中学生以上／1,500円

山村アートプロジェクト
オレンジの家

（丹生川池之俣）

山村再生
あれたの家プロジェクト
☎090–5612–9643

ふれる

28日㈰
☆

森のおはなし会
城山の大きな木の下で木や自然に関する絵本のおはなし会を開きます。
気持ちがいいよ。あそびにおいで！
10：30〜12：00／どなたでも／参加無料

城山
( 宝生閣と福来記念館の間、セ
コイアの大きな木が目印）
雨天：市図書館「煥章館」

おはなしネット・ことだま
☎090–1982–8898

ふれる

飛驒高山文化芸術祭プレイベント【10月】
※今から参加できるイベントのみ掲載しています

飛驒高山文化芸術祭は以下の3つのプロジェクトで実施します。
★市民提案プロジェクト（「木」をテーマに新たに企画し、実施するもの)
☆市民応援プロジェクト（今ある活動にテーマの「木」を盛り込んで実施するもの)
▪実行委員会プロジェクト（実行委員会が企画・実施するさまざまな刺激を受けるもの）

飛驒高山文化芸術祭は、誰もが身近に感じ、誰もが参加・行動する文化芸術祭をめざして、
平成25年度から3年に1度、四季を通じて市内全域で展開する市民のみなさん一人ひとりが主役の文化芸術の祭典です。

今年度は、プレイベントを開催しています。

飛驒高山が 木 でつながる

市民一人ひとりが文化芸術に関心をもち、その大切さを理解してほ
しい。市民一人ひとりが自分にとっての文化芸術に目を向け「感動す
る喜び」「表現する喜び」「共感する喜び」を感じてほしい。

こうした市民一人ひとりの活動が、私たちの市の大切な財産である
伝統的な文化芸術を心のなかに息づかせ、次代へとつなぎ、新たな文
化芸術を生み出します。そして、まちに元気をもたらします。

そんな願いを込めて、「ふれる」「つくる」「つなぐ」をキーワードに、
市民みんなで文化芸術祭を盛り上げていきましょう。

第1回 飛驒高山文化芸術祭のテーマは「木」です。
「木」をテーマに活動しませんか！
今ある活動にテーマの「木」を盛り込んだり、「木」をテー

マにしたイベントを新たに企画したり、イベントに参加し
たり、市民みんなで参加・行動しましょう！

ふれる
〜感動する喜び〜
見て、聞いて、
感じよう

つくる
〜表現する喜び〜
知って、考え、
行動しよう

つなぐ
〜共感する喜び〜
交わり、理解し、
伝えよう

主役は市民
一人ひとり

飛驒高山文化芸術祭

9
2012.10.15


